
１．はじめに ２．ガイドブックの内容

北海道周辺海域は北半球最南端の流氷到達地

であることや西側には武蔵碓など大陸棚が広が

り水生生物にとって独特な生育・生息環境が形

成されています。また、北海道周辺海域は全国

の約２割を超える漁業生産量を誇っており、世

界的に見ても有数の好漁場となっています。

一方、北海道沿岸域に立地する港湾・漁港を

はじめとする沿岸構造物においても、静穏域や

構造物自体の空間が水生生物にとって良好な生

息場になっていることなどが経験的に知られて

おり、これらの関わりを科学的裏付けによって

体系化し積極的に構造物の整備に反映させてい

くことが期待されています。

本ガイドブックは1998年に刊行された「寒冷

地における自然環境調和型沿岸構造物の設計マ

ニュアル― 藻場・産卵機能編― 」(以下、設

計マニュアル)を基本に、北海道開発局と北海道

の監修をいただき、藻場創出の検討手順、ヤリ

イカ及びハタハタの産卵場創出手法、自然環境

調和型構造物の機能維持、構造物による環境改

善と水域の高度利用、施工事例とモニタリング

結果など、その後の各種研究成果に基づく知見

を取りまとめたものです。

本報告では、この「寒冷地における沿岸構造

物の環境調和ガイドブック」(以下、ガイドブッ

ク)について内容を紹介します。

ガイドブックは以下の目次に示すとおり、第

１章から第５章まで176ページで構成されてい

ます。

目 次

第１章 総論

1.1 目的

ティータイムその１ 我が国の沿岸構造

物における自然環境保全の流れ

1.2 定義

1.3 適用範囲

1.4 環境因子と水生生物

ティータイムその２ 地球温暖化と沿岸

環境への影響
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３．記述のポイント

1.5 検討の流れ

1.6 モニタリングと機能維持

ティータイムその３ 順応的管理について

1.7 自然環境調和型沿岸構造物の評価(機能

診断)

第２章 藻場創出機能

2.1 一般

2.2 対象種と分布

2.3 藻場創出機能の検討の流れ

2.4 事前調査

2.5 詳細調査

ティータイムその４ 藻場評価のための

数値シミュレーション

2.6 施設規模の検討

2.7 構造検討

2.8 施工

2.9 機能維持

ティータイムその５ 磯焼け対策について

第３章 産卵場創出機能

3.1 一般

3.2 ヤリイカ及びハタハタの分布と生態

ティータイムその６ スルメイカの生態

3.3 産卵場創出機能の検討の流れ

3.4 事前調査

3.5 詳細調査

3.6 施設規模の検討

3.7 ヤリイカ産卵礁の構造

3.8 ハタハタ産卵基質の構造

3.9 機能維持

第４章 環境改善機能と高度利用

4.1 一般

4.2 静穏域の環境改善

4.3 水質の改善

4.4 底質の改善

4.5 構造物による海水交換

4.6 施工事例の活用

ティータイムその７ ホタテ貝殻礁によ

る水質・底質改善方法について

4.7 水域の高度利用

4.8 蓄養施設・水中荷捌施設の計画及び調査

4.9 蓄養施設・水中荷捌施設の構成

4.10 施工事例の活用

4.11 蓄養施設及び水中荷捌施設の機能維持

第５章 施工事例に見る成果と課題

5.1 一般

ティータイムその８ 水産関係事業制度

一覧(抜粋)

5.2 北海道における施工事例

ティータイムその９ マナマコの資源増

大に向けた増養殖研究について

5.3 これまでの成果と今後の課題

本ガイドブックは設計マニュアルを基本とし

ているもののその後の研究成果や新しい考え方

を盛り込んでいます。以下にその一端を紹介し

ます。

⑴ 藻場機能維持について

海藻草類が繁茂している藻場は、魚介類の産

卵場、幼稚子の隠れ家としての保育場、ウニ・

アワビなどの餌場など多様な生物の生息場機能

や窒素やリンなどの栄養塩の吸収による水質浄

化機能などの様々な機能を有しており、自然環

境との調和を考える上で最も重要です。

しかし、藻場の状態は一般に周囲の自然環境

条件の変化や年数の経過によって種類や量が変

化することから計画時に想定した目標とする藻

場造成効果を持続させるためには自然環境の変

化や施設の変状・劣化に応じた適切な施設の機

能維持が必要になってきます。機能維持の検討

では施工後の施設や周辺環境の実態を把握し、

計画段階で想定した目標との比較によって藻場

創出機能の評価を行い、その評価を踏まえて以

後の対策を検討する必要があります。

藻場造成効果の評価を行うための機能診断の
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全体スキームを図-1に示します。本機能診断

は、簡易調査結果に基づき４段階の評価区分で

簡易調査・総合評価を行う「機能評価」、評価結

果が機能低下となった場合に詳細調査結果に基

づき阻害要因を特定する「要因特定」、阻害要因

に応じた機能回復対策の検討・実施及び継続的

な効果確認のためのモニタリングによる「対

策・効果確認」の３項目から構成されています。

⑵ ハタハタの産卵基質としての人工海藻につ

いて

ハタハタは冷水性の底棲魚類で水温１

～２℃、水深150～300mの砂泥域に生息して

おり、生殖巣が成熟し始めると産卵場である浅

海に一気に来遊します。産卵は一般に茎のしっ

かりした海藻に行われ、日本海側の厚田沿岸で

はエゾツノマタ、ウガノモク、ホソメコンブな

ど、太平洋側の噴火湾から根室沿岸ではウガノ

モク、アカモク、ネブトモクなど海藻のうちモ

ク類を中心に産み付けます。抱卵数は1,000～

2,400粒であり、ほぼ全数を一度に４cm前後の

卵塊として生み出し、卵塊は海水に触れると数

十秒で固まります。

しかし、産卵場を早期に整備しなければなら

ない場合や、海藻の繁茂が期待できない場合は、

産卵に適した人工海藻を利用することができま

す。人工海藻とはモク類の形状やたわみやすさ

などを漁網と浮き玉連結用ロープを用いて模倣

した基質を、直径30cmのリング状鋼材に６本

１組で結束して人工海藻ユニットを製作し、こ

れを海底の岩盤もしくはブロックへ設置するも

のです。

人工海藻はこれまで苫小牧港(東港区)、雄冬

漁港、登別漁港で設置が行われています。産卵

はそのいずれの港でも確認され、人工海藻が産

卵基質としての役割を十分果たしていると考え

られます。

図-1 藻場の機能診断の全体スキーム

写真-2 ハタハタ

写真-3 人工海藻の姿写真(左)とハタハタの産卵
状況(右の上下)
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４．おわりに

⑶ 蓄養施設及び水中荷捌施設の機能維持につ

いて

蓄養施設及び水中荷捌施設は魚介類を一定期

間飼育することから持続的かつ健全に活用する

ためには施設を利用する漁業関係者を中心とし

て機能維持のための体制を確立し、水質や底質

など対象魚介類の生存環境のモニタリング、施

設の管理運営及び補修など施設環境を最適に保

つために必要となる作業を実施する必要があり

ます。また、施設が計画通りの機能を果たして

いるかどうかをフォローし、必要に応じて改良

を検討するとともに、補修が必要となった場合

には対象魚介類の生存及び出荷計画等に支障を

及ぼさないように行います。

以上をまとめると、施設の機能維持は施設の

利用に係る日常的管理と、施設機能の持続性を

担保する機能保全管理があり、後者には補修及

び老朽化への対処が含まれます。日常的管理と

機能保全管理の概念図を図-2に示します。

⑷ 施工事例にみる成果と課題

北海道において自然環境と調和する目的が付

加された沿岸構造物が施工され始めて20年以

上が経過しました。それらから施工後のモニタ

リング結果がまとまっている施工例を抽出し、

藻場創出機能の施工例を13例、産卵場創出機能

を６例、蓄養施設を５例掲載しています。その

うち、釧路港島防波堤の例を以下に紹介します。

本ガイドブックは、2015年度から寒地港湾技

術研究センターの自主研究として取りまとめた

ものです。編集に当たっては北海道開発局、北

海道、寒地土木研究所、東海大学のご協力によ

り、４回の作業部会、３回の検討委員会を開催

いたしました。活発に御議論いただいた部会員、

委員の皆様、また、委員長をお願いした元東海

大学谷野賢二教授に感謝申し上げます。

図-2 日常的管理と機能保全管理の概念図
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本ガイドブックの購入方法

以下の購入申込書にご記入の上、(一社)寒地港湾技術研究センターへお申し込みください。多数

のお申し込みをお待ちしています。

出版物購入申込書

一般社団法人 寒地港湾技術研究センター 宛

FAX：011-747-0146

申込年月日 平成 年 月 日

書籍名：寒冷地における沿岸構造物の環境調和ガイドブック(平成29年５月)

冊

(１冊税抜き8,000円)× 冊×1.08＝ ， 円(税込み)

(※準備ができ次第、見積書、納品書、請求書を同封の上発送いたします。送料は当セ

ンターが負担いたします。なお代金の振込手数料は申し訳ありませんがご負担をお願

いいたします。)

■ガイドブックの発送先

〒 －

ご住所

ビル名

会社名

部署名

御名前

電話番号

FAX番号

■備考欄(特にご希望の有る場合、ご記入ください)
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